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の、エジプトには聖家族が立ち寄ったとされる場所がおよそ二十五から三十カ所あり、たどった経路は概ね地図の通りとされている。また、サロメという名の産婆が同行したとも伝えられており、聖家族の逃避行を描い イコンにしばしば共に描かれる。聖家族一行がエジプトに滞在したと考えられてい 期間は伝承によって一年 四年まで幅があるが、現在コプト正教会では三年半とする が一般的なようである。　
聖家族の逃避行は、ヨーロッパの宗教画の題材として好まれ
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地図：聖家族のエジプト逃避行の経路
Mawqiʿ al-Anbā Takla Hīmānūt “Holy Bible Maps” 
より。
写真 1：(Fīlīb 1999) の表紙
写真 2：マリアの木（マタリーヤ地区、カイロ）
出所：2014 年 8 月 26 日、筆者撮影
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artin 1991 ） 。クスカーム山のアル＝ム
ハッラク修道院は、 「第二 エルサレム」としてエチオピア人の巡礼者を多く惹きつけており、十四〜十五世紀頃には数十名のエチオピア人 士たちがこの修道院に居留していたとされる。　
このように、聖家族の足跡には、多くの場合聖母マリアに捧














































うに、四月二日はカイロのザイトゥーン地区にある聖処女教会のドームの上に聖母マリアが顕現した記念日となっている。 この顕現は一九六八年、すなわちエジプ 率いるアラブ軍が六七年戦争で宿敵イスラエルに大敗を喫した翌年の出来事であり、敗戦によって傷ついた人々の心を慰撫するものであっ とされている。
祭りの名 グレゴリオ暦 コプト暦 補足
マリアの逝去 1 月 29日 トゥーバ月 21日 コプト暦で毎月 21日は月命日でマリアの記
念日
マリアの被昇天（1） 2 月 1日 トゥーバ月 24日 死の 3日後に身体が天使たちによって天に上
げられたとされる記念日
マリアの顕現 4 月 2日 バラムハ トー月 24日 1968 年 4 月 2日にカイロのザイトゥーン地区
に顕現したことを記念
受胎告知 4 月 7日 バラムハ トー月 29日 降誕祭の 9ヶ月前
マリアの誕生 5 月 9日 バシャンス月 1日
聖家族のエジプト到来 6 月 1日 バシャンス月 24日
マリアの奇跡
マリアに捧げられた最初の教会献堂
6 月 28日 バウーナ月 21日 使徒マティアスがつながれていた鉄の足かせ
と鎖を祈りによって溶かした奇跡
現在のギリシアのフィリピにある教会を指す
ヨアキムへのマリア誕生告知 8 月 13日 ミスラー月 7日 コプト正教会は無原罪の御宿りという教義を
認めていない





クスカーム山の聖処女教会献堂 11 月 15日 ハトゥール月 6日
マリアの神殿奉献 12 月 12日 キヤフク月 3日
【表：コプト正教会における聖母マリアに関する祭日】Gregorios (1991) を基に筆者作成。
写真 3：1968 年の聖母マリアの顕現。
Mawqiʿ al-Anbā Takla Hīmānūt “Image” より。
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総主教キリルス六世によって公認され、世界的にも注目 浴びた。ちなみにこのザイトゥーン地区も聖家族が立ち寄っ 地とされており、上述のマリア 木から三キロメートルも離れていない。　
このように、聖家族のエジプト逃避行に関する伝承は、井戸、









2013: 202 ） 。筆者がエジプト滞在中だった二〇〇九年十二月に
も、カイロのワッラーク地区の教会に聖母が現れたと報じられた。そのため、筆者は寒い冬の夜中にその教会に赴き、多くの信者が聖母マリアに捧げるマディーフを歌い続ける中、とりあえず待ってみたが、結局聖母は現れずじまいであった。内心、聖母というのは 六八年 例に見ら るように、敗戦あ いはそれに匹敵するような何か重大な出来事が起きた／起きる時に何らかの重要なメッセージを伴って現れるも ではないのかと疑念を抱いてい 筆者の目には、そしておそらく多くエジプト人の目にも、世 中はまったく平和で普段通り安定しているように見えて たのだ しかしこ 一年後にはチュニジアでブー・アズィーズィー青年 抗議の焼身自殺を行い、それに端を発す 一連の「革命」がチュニジアおよび周辺諸国でき、エジプトでもムバーラク政権が倒れた。筆者もカイロの地下鉄で催涙ガスに悶絶した。その場に暮らし いても見えない、感じられないが、じわじわと迫り来る変化を聖母の顕現は示していたのかもしれない。【参考文献】A
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